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第1章 総則 

（目的） 
第1条 愛知県立大学大学院（以下「大学院」という。）は、

学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわめ、優

れた研究者及び高度の専門性が求められる職業を担うため

の深い学識及び卓越した能力を培い、地域社会及び国際社

会の文化の発展に寄与することを目的とする。 
（自己点検等） 

第2条 大学院は、教育研究水準の向上を図り、前条の目的

を達成するため、大学院における教育研究活動等の状況

について、自ら点検及び評価を行い、その結果を公表す

るものとする。 

2 前項の点検及び評価を行うに当たっては、同項の趣旨に

即し適切な項目を設定するとともに、適当な体制を整えて

行うものとする。 

3 前2項の点検、評価及び公表に関し必要な事項は、別に

定める。 

（教育研究上の目的の公表等） 
第3条 第5条に規定する各研究科は、人材の養成に関する

目的その他の教育研究上の目的を定め、公表するものと

する。 
 

第2章 課程、研究科、専攻及び収容定員 

（課程） 
第4条 大学院に博士課程を置く。 

2 博士課程は、博士前期課程及び博士後期課程に区分

し、博士前期課程は、修士課程として取り扱うものとす

る。 

 

3 博士前期課程は、学部における一般的かつ専門的教育の

基礎の上に更に広い視野に立って専攻分野を研究し、精深

な学識と研究能力とを養うものとする。 

4 博士後期課程は、専攻分野について、研究者として自立

して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に

従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊

かな学識を養うものとする。 

（研究科及び専攻） 
第5条 大学院に次の研究科を置く。 

(1) 国際文化研究科 

(2) 人間発達学研究科 

(3) 看護学研究科 

(4) 情報科学研究科 

2 各研究科の専攻及び課程は、別表第1のとおりとする。 

（収容定員） 
第6条 各研究科の入学定員及び収容定員は、別表第2のと

おりとする。 

 
第3章 職員組織 

（職員） 
第7条 大学院の職員は、次のとおりとし、愛知県立大学の

職員をもって充てる。 
教授 
准教授 
講師 
助教 
助手 
事務職員 
技術職員 
その他の職員 
（研究科長） 

第8条 研究科に研究科長を置き、研究科の授業を担当する

教授をもって充てる。 
（研究科会議） 

第9条 研究科に研究科会議を置く。 

2 研究科会議の構成は、各研究科会議規程の定めるとこ

ろによる。 

3 研究科会議が必要と認めたときは、その構成員以外の者

が、これに出席して意見を述べることができる。 

4 研究科会議は、次に掲げる事項を審議し、学長が決定を

行うに当たり意見を述べるものとする。 

(1) 学生の入学及び課程の修了 



(2) 学位の授与 

(3) 前2号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な

事項で、研究科会議の意見を聴くことが必要なものと

して学長が定めるもの 

5 研究科会議は、前項に規定するもののほか、学長及び研

究科長その他の組織の長（以下この項において「学長等」

という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審

議し、及び学長等の求めに応じて意見を述べることができ

る。 

（委任） 
第10条 研究科会議に関し必要な事項は、学長が別に定める。 
（専攻会議） 

第11条 専攻の運営に関する事項を審議するため、研究科会

議に専攻ごとの専攻会議をおくことができる。 

2 専攻会議の構成、運営等に関し必要な事項は、別に定

める。 

 
第4章 修業年限、在学期間、学年、学期及び 

休業日 

（修業年限） 
第12条 博士課程の標準修業年限は5年とし、博士前期課程

の標準修業年限は2年、博士後期課程の標準修業年限は3年

とする。 

2 各研究科は、学生が職業を有している等の事情により、

博士課程の標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計

画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する

旨を申し出たときは、その標準修業年限の2倍の期間を限

度として、長期的な履修を許可することができる。 

（在学期間） 
第13条 博士前期課程の在学期間は、4年を超えることがで

きない。 

2 博士後期課程の在学期間は、6年を超えることができな

い。 

（学年等に係る大学学則の準用） 
第14条 愛知県立大学学則（以下「大学学則」という。）

第16条から第18条までの規定は、大学院の学年、学期及

び休業日について準用する。 

 
第5章 入学、留学、休学、退学、転学及び除籍 

（入学資格） 
第15条 博士前期課程に入学することのできる者は、次の各

号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 学校教育法（昭和22年法律第26号）第83条に規定す

る大学を卒業した者 

(2) 学校教育法第104条第4項の規定により学士の学位を

授与された者 

(3) 外国において、学校教育における16年の課程を修了

した者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が

国において履修することにより当該外国の学校教育に

おける16年の課程を修了した者 

(5) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当

該外国の学校教育における16年の課程を修了したとさ

れるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校

教育制度において位置付けられた教育施設であって、文

部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した

者 

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等

の総合的な状況について、当該外国の政府又は関係機関

の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに

準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものを

受けたものに限る。）において、修業年限が3年以上の課

程を修了することにより、学士の学位に相当する学位を

授与された者 

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が4年以上であること

その他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限

る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣

が定める日以後に修了した者 

(8) 文部科学大臣の指定した者 

(9) 大学院において、個別の入学資格審査により、大学を

卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、22歳

に達したもの 

(10) 次のいずれかに該当する者であって、大学院において、

愛知県立大学の定める単位を優秀な成績で修得したと

認めたもの 

ア 大学に3年以上在学した者 

イ 外国において学校教育における15年の課程を修了し

た者 

ウ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が

国において履修することにより当該外国の学校教育に

おける15年の課程を修了した者 

エ 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当

該外国の学校教育における15年の課程を修了したとさ

れるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校

教育制度において位置付けられた教育施設であって、文

部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した

者 

2 博士後期課程に入学することのできる者は、次の各号の

いずれかに該当する者とする。 

(1) 修士の学位又は専門職学位（学位規則（昭和28年文部

省令第9号）第5条の2に規定する専門職学位をいう。以

下この項において同じ。）を有する者 

(2) 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する

学位を授与された者 

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が

国において履修し、修士の学位又は専門職学位に相当

する学位を授与された者 

(4) 我が国において、外国の大学院の課程を有するもの

として当該外国の学校教育制度において位置付けられ

た教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するも

のの当該課程を修了し、修士の学位又は専門職学位に

相当する学位を授与された者 

(5) 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間



の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法律第72

号）第1条第2項に規定する1972年12月11日の国際連合

総会決議に基づき設立された国際連合大学の課程を修

了し、修士の学位に相当する学位を授与された者  

(6) 文部科学大臣の指定した者 

(7) 大学院において、個別の入学資格審査により、修士

の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力が

あると認めた者で、24歳に達したもの 

（入学時期等に係る大学学則の準用） 
第16条 大学学則第19条及び第21条から第25条並びに第27

条から第32条までの規定は、大学院の入学時期、入学願、

入学者の選考、入学の許可、入学手続、入学許可の取消し、

留学、休学、休学期間、復学、退学及び転学について準用

する。この場合において、大学学則第21条、第22条及び第

24条第1項中「本学」とあるのは「大学院」と、大学学則第

27条第1項中「大学又は短期大学との」とあるのは「大学と

の」と、「又は短期大学の」とあるのは「に置かれる大学

院の」と、同条第2項中「又は短期大学」とあるのは「に置

かれる大学院」と、大学学則第29条第2項中「通算して4年」

とあるのは「博士前期課程にあっては通算して2年、博士後

期課程にあっては通算して3年」と、大学学則第32条中「大

学」とあるのは「大学に置かれる大学院」と読み替えるも

のとする。 
（除籍） 

第17条 学長は、次の各号のいずれかに該当する学生に対し

て、除籍をすることができる。 

(1) 博士前期課程において2年の休学期間を経過した者 

(2) 博士前期課程において4年の在学期間を経過した者 

(3) 博士後期課程において3年の休学期間を経過した者 

(4) 博士後期課程において6年の在学期間を経過した者 

(5) 正当な理由なしに、授業料を滞納し、督促を受けても

納入しない者 

(6) 死亡又は長期にわたり行方不明の者 

（再入学） 
第18条 次の各号に掲げる者は、同一研究科に再入学しよう

とするときは、再入学願を学長に提出し、その他必要な本

学所定の手続を終え、その許可を得なければならない。 

(1) 第16条において準用する大学学則第31条の規定によ

り退学した者 

(2) 前条第1号又は第3号の規定により除籍された者 

(3) 前条第5号の規定により除籍された者で、除籍の日か

ら1年以内に未納の授業料を納付したもの 

2 前項の許可は、当該研究科会議の選考を経て行う。 

3 再入学の出願は、退学又は除籍の日から2年以内に限

り、提出することができる。 

（転入学） 
第19条 他の大学に置かれる大学院から転入学しようとす

る者は、転入学願を学長に提出し、その他必要な本学所定

の手続を終え、その許可を得なければならない。 

2 前項の許可は、当該研究科会議の選考を経て行う。 

3 転入学願には、現に在学する大学院を置く大学の学長の

承諾書を添付しなければならない。 

（既に修得した授業科目の取扱い） 
第20条 前2条の規定により再入学又は転入学を許可された

者の既に修得した授業科目及び単位数の取扱い、修業年限

並びに在学年数については、研究科会議において定める。 
（入学前の既修得単位の認定） 

第21条 他の大学に置かれる大学院（外国の大学に置かれる

大学院を含む。以下この項において同じ。）の課程を修了

し、若しくは中途退学した者又は大学院若しくは他の大学

に置かれる大学院において科目等履修生であった者が新

たに大学院の第1年次に入学した場合におけるその者の既

に修得した授業科目の単位については、教育上有益と認め

るときは、大学院において修得したものとして認定するこ

とができる。 

2 前項の規定による単位の認定は、合計15単位を超えない

範囲で、大学院の各研究科において行う。 

（休学による留学） 

第22条 学長は、教育上有益と認めるときは、大学学則第27

条の準用により外国の大学に置かれる大学院へ留学しよ

うとする学生に対して、休学を認めることができる。 

2 学生は、前項による休学を必要とするときは、休学願を

学長に提出し、その許可を得て休学することができる。 

（再入学等に係る大学学則の準用） 
第23条 大学学則第24条及び第25条の規定は、大学院の再入

学及び転入学に係る入学手続及び入学許可の取消しにつ

いて準用する。この場合において、大学学則第24条第1項中

「本学」とあるのは、「大学院」と読み替えるものとする。 

 
第6章 授業科目、単位数及び履修方法 

（授業科目、単位数及び履修方法） 
第24条 各研究科の専攻及び課程における授業科目、単位数、

履修方法は、別表第3のとおりとする。 

2 単位の計算方法は、別に定める。 

（授業の方法） 
第24条の2 大学学則第44条の2の規定は、大学院の授業の方

法について準用する。 

（教育方法の特例） 
第25条 国際文化研究科、人間発達学研究科及び看護学研究

科においては、大学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）

第14条の規定により、夜間その他特定の時間又は時期にお

いて授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育

を行うことができる。 
（指導教授の指導） 

第26条 学生は、履修する授業科目の選択に当たっては、

あらかじめ指導教授の指導を受けなければならない。 
（学部の授業科目の履修） 

第27条 各研究科の博士前期課程の学生は、指導教員が教育

上有益と認め、かつ、当該授業科目の担当教員が承認する

ときは、学部において開設する授業科目を履修することが

できる。 
（免許及び資格） 

第28条 教育職員免許法（昭和24年法律第147号）及び教育

職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）に係る



事項は、別に定める。 

2 保健師助産師看護師法（昭和23年法律第203号）及び保健

師助産師看護師学校養成所指定規則（昭和26年文部・厚生

省令第1号）に係る事項は、別に定める。 

3 前2項の免許及び資格の取得に必要な授業科目及び単位

数は、別に定める。 

（教員免許、保健師及び助産師の資格以外の免許及び資

格） 
第29条 前条の免許及び資格の取得に関し必要な事項は、

別に定める。 
（単位修得の認定に係る大学学則の準用） 

第30条 大学学則第48条の規定は、大学院の単位修得の認定

について準用する。この場合において、同条第3項中「各学

部履修規程」とあるのは、「各研究科履修規程」と読み替

えるものとする。 

（他の大学院の授業科目の履修に係る大学学則の準用） 
第31条 大学学則第47条第1項及び第3項並びに第49条第1項、

第2項及び第4項の規定は、学生が他の大学に置かれる大学

院（外国の大学に置かれる大学院を含む。第41条第1項にお

いて同じ。）の授業科目を履修する場合について準用する。

この場合において、大学学則第47条第1項中「他の大学又は

短期大学」とあるのは「他の大学」と、「当該大学又は短

期大学」とあるのは「当該他の大学に置かれる大学院」と、

同条第3項中「若しくは短期大学」とあるのは「に置かれる

大学院」と、「他大学等授業科目履修願」とあるのは「他

大学院授業科目履修願」と、第49条第1項中「又は短期大学」

とあるのは「に置かれる大学院」と、「本学」とあるのは

「大学院」と、同条第2項中「又は短期大学」とあるのは「に

置かれる大学院」と、「本学」とあるのは「大学院」と、

同条第4項中「合計60単位」とあるのは「合計20単位」と、

「各学部」とあるのは「大学院の各研究科」と読み替える

ものとする。 

2 前項に定める大学学則第49条の準用による単位の修得

の認定は、同条第1項及び第2項の各々について合計15単位

を超えない範囲で、大学院の各研究科において行う。 

 
第7章 課程の修了及び学位 

（博士前期課程の修了及び学位） 
第32条 博士前期課程に2年（優れた業績を上げた者につい

ては、1年）以上在学して、所定の授業科目を履修し、その

単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論

文の審査及び最終試験に合格した者は、博士前期課程を修

了したものとする。ただし、入学前に本学及び他の大学院

において修得した単位（入学資格を有した後、修得したも

のに限る）を本学において修得したものとみなす場合であ

って、当該単位の修得により本学の博士前期課程の教育課

程の一部を履修したと認めるものについては、当該単位数、

その修得に要した期間その他を勘案して、1年を超えない

範囲で在学したものとみなすことができる。 

2 博士前期課程の目的に応じ各研究科会議が適当と認め

るときは、特定の課題についての研究の成果の審査をもっ

て前項の修士論文の審査に代えることができる。 

3 学長は、博士前期課程を修了した者に修士の学位を授

与する。 

（博士後期課程の修了及び学位） 
第33条 博士後期課程に3年（優れた業績を上げた者につい

ては、1年）以上在学して、所定の授業科目を履修し、その

単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論

文の審査及び最終試験に合格した者は、博士後期課程を修

了したものとする。 

2 前項の規定にかかわらず、大学院及び他の大学に置かれ

る大学院において、優れた業績を上げて1年以上の在学期

間をもって修士課程又は博士前期課程を修了した博士後

期課程の学生については、前項中「1年」とあるのは「3年

（修士課程又は博士前期課程における在学期間を含む。）」

と読み替えるものとする。 

3 学長は、博士後期課程を修了した者に博士の学位を授与

する。 

4 博士後期課程を修了した者以外の者で、博士の学位論文

審査に合格し、かつ、博士後期課程を修了した者と同等以

上の学力を有することを確認された者には、博士の学位を

授与する。 

5 博士後期課程に在学する者以外の者が学位論文審査を

受けようとする場合は、指定の期日までに、学位申請書及

び所定の書類に学位論文及び本学所定の学位論文審査手

数料を添えて学長に提出しなければならない。 

 
第8章 入学検定料、入学料及び授業料 

（入学検定料、入学料及び授業料の額） 
第34条 入学検定料、入学料及び授業料の額は、別に定める。 
（授業料の納付） 

第35条 授業料は、前期及び後期の区分により納付しなけれ

ばならない。 

2 納付期限は、別に定める。 

3 休学、復学、退学及び除籍した場合の授業料納付の取扱

いについては、別に定める。 

（入学検定料等の不還付） 
第36条 納付された入学検定料、入学料及び授業料は、別

に定める場合を除き、還付しない。 
（入学料及び授業料の減免等） 

第37条 入学料及び授業料の減免、猶予については、別に定

める。 
 

第9章 賞   罰 

（表彰等に係る大学学則の準用） 
第38条 大学学則第56条及び第57条の規定は、大学院の学生

に対する表彰及び懲戒について準用する。この場合におい

て、大学学則第57条第1項及び第3項第4号中「本学」とある

のは、「大学院」と読み替えるものとする。 

 

第10章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生

及び研究生等 

（科目等履修生） 
第39条 大学院において一又は複数の授業科目を履修して



単位を修得しようとする者があるときは、学長は、各研究

科会議の選考を経て、科目等履修生として入学を許可する

ことができる。 

2 科目等履修生として入学しようとする者は、願書に授業

科目及び期間を記載し、履歴書その他学長が必要と認める

書類を添えて学長に提出し、その他必要な本学所定の手続

を終えなければならない。 

3 科目等履修生として入学を許可された者は、指定の期日

までに本学所定の入学料を納付しなければならない。 

4 科目等履修生の授業料は、入学の許可を受けた日後10日

以内に本学所定の額の全額を納付しなければならない。 

5 科目等履修生については、本条に定めるもののほか、大

学院学生に関する規定を準用する 

（聴講生） 
第40条 大学院において一又は複数の授業科目を聴講しよ

うとする者があるときは、学長は、各研究科会議の選考を

経て、聴講生として入学を許可することができる。 

2 聴講生については、本条に定めるもののほか、大学院科

目等履修生に関する規定を準用する。 

（特別聴講学生） 
第41条 学長は、他の大学との協議に基づき、当該他の大学

に置かれる大学院の学生で、大学院の授業科目を履修しよ

うとする者を、研究科会議の選考を経て、特別聴講学生と

して入学を許可することができる。 

2 前項の特別聴講学生の入学検定料、入学料及び授業料に

ついては、他の大学との間の協定により、納入を要しない

ものと認められる者については、不徴収とする。 

3 特別聴講学生については、本条に定めるもののほか、大

学院科目等履修生に関する規定を準用する。 

（研究生） 
第42条 大学院において特別の事項について研究しようとす

る者があるときは、学長は研究科会議の選考を経て、研究

生として入学を許可することができる。 

2 研究生として入学しようとする者は、願書に研究事項及

び期間を記載し、履歴書を添えて、学長に提出し、その他

必要な本学所定の手続きを終えなければならない。 

3 研究生として入学を許可された者は、指定の期日までに

本学所定の入学料を納付しなければならない。 

4 研究生の授業料は、3月ごとに、当該期間に相当する本学

所定の額を当初の月に納付しなければならない。 

5 研究生として入学を許可された者が、第3項に定める入

学料を納付しないときは、学長は、入学の許可を取り消す

ことができる。 

6 研究生については、本条に定めるもののほか、大学院学

生に関する規定を準用する。 

（研修員） 
第43条 大学その他の団体の委託により、大学院において特

別の事項について研修しようとする者があるときは、学長

は、研究科会議の選考を経て、研修員として研修の許可を

することができる。 

2 研修員を委託しようとする者は、次の書類を学長に提

出しなければならない。 

(1) 研修願 

(2) 本人の最終学校の卒業証明書 

(3) 本人の履歴書 

(4) その他学長が必要と認める書類 

3 研修員の研修の許可は、毎学期の始めに行う。ただ

し、特別の理由のある者は、この限りではない。 

4 研修員として研修の許可を受けた者は、許可を受けた日

後10日以内に本学所定の研修料の全額を納付しなければ

ならない。 

（客員共同研究員） 
第44条 学外の学術研究者との交流を図ることにより、学術

研究の進展に寄与するため、大学院において専門的かつ高

度の共同研究に従事しようとする者を客員共同研究員と

して受け入れることができる。 
2 客員共同研究員に関し必要な事項は、学長が定める。 

 
第11章 受託研究及び共同研究 

（受託研究） 
第45条 大学院は、学術研究の進展に寄与するため、受託研

究を行うことができる。 

2 受託研究に関する事項は、別に定める。 

（共同研究） 
第46条 大学院は、学術研究の進展に寄与するため、民間等

外部の機関と共同研究を行うことができる。 

2 共同研究に関する事項は、別に定める。 

 
第12章 補則 

（補足） 
第47条 この規則を実施するため必要な事項は、学長が定

める。 
 

附 則 

1 この規則は、平成21年4月1日から施行する。 

2 この規則の施行前に本学の開業準備行為として行った平

成21年度の入学者に係る選考、入学手続きについては、この

規則の相当規定に基づいて行った選考、入学手続等とみな

す。 

3 第6条の規定にかかわらず、平成21年度、平成22年度及び

平成23年度の収容定員は、次のとおりとする。



研 究 

科 名 
専 攻 名 

収 容 定 員 

平 

成 

21

年 

度 

平 

成 

22

年 

度 

平 

成 

23

年 

度 

国際文化
研究科 

国 際 文 化 
専 攻 

博 士 前 
期 課 程 

15
人 

30
人 

30
人 

博 士 後 
期 課 程 

3 
人 

6 
人 

9 
人 

日 本 文 化 
専 攻 

博 士 前 
期 課 程 

5 
人 

10
人 

10
人 

博 士 後 
期 課 程 

2 
人 

4 
人 

6 
人 

人間発達
学研究科 

人 間 発 達 
学 専 攻 

修 士 課 程 
7 
人 

14
人 

14
人 

看 護 学 
研 究 科 

看護学専攻 

博 士 前 
期 課 程 

21
人 

42
人 

42
人 

博 士 後 
期 課 程 

4 
人 

8 
人 

12
人 

情報科学
研究科 

情 報 シ ス 
テ ム 専 攻 

博 士 前 
期 課 程 

10
人 

20
人 

20
人 

メ デ ィ ア 
情 報 専 攻 

博 士 前 
期 課 程 

10
人 

20
人 

20
人 

シ ス テ ム 
科 学 専 攻 

博 士 前 
期 課 程 

10
人 

20
人 

20
人 

情 報 科 学 
専 攻 

博 士 後 
期 課 程 

5 
人 

10
人 

15
人 

合  計 
92
人 

184 
人 

198 
人 

 
附 則 

1 この規則は、平成22年4月1日から施行する。 

2  第12条第3項に定める長期履修制度は、平成21年4月1日

に入学した者から適用する。 

附 則 

1 この規則は、平成23年4月1日から施行する。 

2 改正後の愛知県立大学大学院学則は平成23年度入学者か

ら適用し、平成23年3月31日現在在学する者については、

なお従前の例による。 

3 改正後の別表第3（第24条第1項関係）1国際文化研究科

及び2人間発達学研究科人間発達学専攻（博士前期課程）

の規定は平成23年度入学者から適用し、平成23年3月31日

現在在学する者については、なお従前の例による。ただ

し、再入学または転入学をした者については、当該者の属

する年次の在学者の例による。  

4 第6条の規定にかかわらず、平成23年度、平成24年度及

び平成25年度の収容定員は、次のとおりとする。 

 
 
 
 
 
 

研 究 

科 名 
専 攻 名 

収 容 定 員 

平 

成 

23

年 

度 

平 

成 

24

年 

度 

平 

成 

25

年 

度 

国際文化
研究科 

国際文化 
専 攻 

博 士 前 
期 課 程 

30 
人 

30 
人 

30 
人 

博 士 後 
期 課 程 

9 
人 

9 
人 

9 
人 

日本文化 
専 攻 

博 士 前 
期 課 程 

10 
人 

10 
人 

10 
人 

博 士 後 
期 課 程 

6 
人 

6 
人 

6 
人 

人間発達
学研究科 

人間発達 
学 専 攻 

博 士 前 
期 課 程 

17 
人 

20 
人 

20 
人 

博 士 後 
期 課 程 

3 
人 

6 
人 

9 
人 

看護学 
研究科 

看護学専
攻 

博 士 前 
期 課 程 

42 
人 

42 
人 

42 
人 

博 士 後 
期 課 程 

12 
人 

12 
人 

12 
人 

情報科学
研究科 

情報シス 
テム専攻 

博 士 前 
期 課 程 

20 
人 

20 
人 

20 
人 

メ デ ィ ア 
情報専攻 

博 士 前 
期 課 程 

20 
人 

20 
人 

20 
人 

システム 
科学専攻 

博 士 前 
期 課 程 

20 
人 

20 
人 

20 
人 

情報科学 
専 攻 

博 士 後 
期 課 程 

15 
人 

15 
人 

15 
人 

合  計 
204
人 

210
人 

213
人 

 
附 則 

1 この規則は、平成24年4月1日から施行する。 

2  改正後の別表第3（第24条第1項関係）1国際文化研究科、

2人間発達学研究科人間発達学専攻（博士前期課程）、3看護

学研究科看護学専攻ア博士前期課程及び4情報科学研究科

情報システム専攻（博士前期課程）、メディア情報専攻（博

士前期課程）、システム科学専攻（博士前期課程）及び情報

科学専攻（博士後期課程）の規定は、平成24年度の入学生か

ら適用し、平成24年3月31日に在学する者については、なお

従前の例による。ただし、再入学又は転入学した者について

は、当該者の属する年次の在学者の例による。 

附 則 

1 この規則は、平成25年4月1日から施行する。 

2  改正後の別表第3（第24条第1項関係）1国際文化研究科、

(1)国際文化専攻及び(2)日本文化専攻ア博士前期課程並び

に2人間発達学研究科人間発達学専攻（博士前期課程）の規

定は、平成25年度の入学者から適用し、平成25年3月31日に

在学する者については、なお従前の例による。ただし、再入

学又は転入学をした者については、当該者の属する年次の

在学者の例による。  

附 則 

1 この規則は、平成26年4月1日から施行する。 



2 改正後の別表第3(第24条第1項関係)1国際文化研究科、2

人間発達学研究科人間発達学専攻ア博士前期課程及び看護

学研究科看護学専攻ア博士前期課程の規定は、平成26年度

の入学者から適用し、平成26年3月31日に在学する者につい

ては、なお従前の例による。ただし、再入学又は転入学をし

た者については、当該者の属する年次の在学者の例による。 

附 則 

1 この規則は、平成27年4月1日から施行する。 

2 改正後の第6条の規定にかかわらず、平成27年度の国際文

化研究科国際文化専攻博士前期課程の収容定員は、次のと

おりとする。 

研究 

科名 
専 攻 名 

収 容 定 員 

（平成27年度） 

国 際 文 化
研究科 

国 際 文 化 
専 攻 

博 士 前 
期 課 程 25人 

博 士 後 
期 課 程 9人 

3 改正後の別表第3(第24条第1項関係)1国際文化研究科(1)

国際文化専攻ア博士前期課程、イ博士後期課程及び(2)日本

文化専攻ア博士前期課程並びに2人間発達学研究科の規定

は、平成27年度の入学者から適用し、平成27年3月31日に在

学する者については、なお従前の例による。ただし、再入学

又は転入学をした者については、当該者の属する年次の在

学者の例による。 

附 則 

1 この規則は、平成28年4月1日から施行する。  

2 改正後の別表第3（第24条第1項関係）1国際文化研究科(2)

日本文化専攻、2人間発達学研究科並びに3看護学研究科(1)

看護学専攻イ博士後期課程の規定は、平成28年度の入学者

から適用し、平成28年3月31日に在学する者については、な

お従前の例による。ただし、再入学又は転入学をした者につ

いては、当該者の属する年次の在学者の例による。 

附 則 

1 この規則は、平成29年4月1日から施行する。 

2 改正後の第6条の規定にかかわらず、平成29年度および

平成30年度の情報科学研究科情報科学専攻博士後期課程の

収容定員は、次のとおりとする。 

研究科名 専攻名 

収容定員 

平成29

年度 

平成30

年度 

情報科学

研究科 

情報科 

学専攻 

博士後 

期課程 
13 11 

附 則 

1 この規則は、平成29年4月1日から施行する。 

2 改正後の 1 国際文化研究科 (1)国際文化専攻 ア 博士

前期課程、イ 博士後期課程、(2)日本文化専攻 ア 博士前期

課程、イ 博士後期課程、2 人間発達学研究科 (1)人間発達

学専攻 ア 博士前期課程、イ 博士後期課程、3 看護学研究

科 (1)看護学専攻 ア 博士前期課程、イ 博士後期課程、4 

情報科学研究科 (1)情報システム専攻 ア 博士前期課程、

(2)メディア情報専攻 ア 博士前期課程、(3)システム科学

専攻 ア 博士前期課程、(4)情報科学専攻 ア 博士後期課程

の規定は、平成29年度の入学者から適用し、平成29年3月

31 日に在学する者については、なお従前の例による。ただ

し、再入学又は転入学をした者については、当該者の属する

年次の在学者の例による。 

附 則  

1 この規則は、平成30年4月1日から施行する。  

2 改正後の 1 国際文化研究科 （1）国際文化専攻 イ 博士

後期課程、（2）日本文化専攻 ア 博士前期課程、2 人間発

達学研究科 （1）人間発達学専攻 ア 博士前期課程、イ 博

士後期課程並びに 4 情報科学研究科 （4）情報科学専攻 

ア 博士後期課程の規定は、平成30年度の入学者から適用

し、平成30年3月31日に在学する者については、なお従前の

例による。ただし、再入学又は転入学をした者については、

当該者の属する年次の在学者の例による。 

附 則 

1 この規則は、平成31年4月1日から施行する。 

2 改正後の別表第3（第24条第1項関係）1 国際文化研究科 

（1）国際文化専攻 イ 博士後期課程、（2）日本文化専

攻 ア 博士前期課程、イ 博士後期課程並びに3 看護学

研究科 （1）看護学専攻 ア 博士前期課程の規定は、平成

31年度の入学者から適用し、平成31年3月31日に在学する

者については、なお従前の例による。ただし、再入学又は

転入学をした者については、当該者の属する年次の在学者

の例による。 

附 則 

1 この規則は、令和2年4月1日から施行する。  

2 改正後の別表第3（第24条第1項関係）2 人間発達学研究科 

(1)人間発達学専攻 イ 博士後期課程並びに3 看護学研究

科 (1)看護学専攻 ア 博士前期課程の規定は、令和2年度の

入学者から適用し、令和2年3月31日に在学する者について

は、なお従前の例による。ただし、再入学又は転入学をした

者については、当該者の属する年次の在学者の例による。 

附 則 

この規則は、令和2年4月28日から施行し、令和2年4月1日か

ら適用する。  

附 則 

この規則は、令和2年6月30日から施行する。 

附 則 

1 この規則は、令和3年4月1日から施行する。 

2 改正後の別表第3（第24条第1項関係）1 国際文化研究科

（1）国際文化専攻 ア 博士前期課程、イ 博士後期課程、（2）

日本文化専攻 ア 博士前期課程、2 人間発達学研究科（1）

人間発達学専攻 ア 博士前期課程、 イ 博士後期課程、3 看

護学研究科（1）看護学専攻 ア 博士前期課程、イ 博士後期

課程並びに4 情報科学研究科（1）情報システム専攻 ア 博

士前期課程、（3）システム科学専攻 ア 博士前期課程の規

定は、令和3年度の入学生から適用し、令和3年3月31日に在



学するものについては、なお従前の例による。ただし、再入

学又は転入学をした者については、当該者の属する年次の

在学者の例による。 

附 則 

この規則は、令和3年9月22日から施行する。 

附 則 

1 この規則は、令和4年4月1日から施行する。 

2 改正後の別表第3（第24条第1項関係）1 国際文化研究科

（1）国際文化専攻 ア 博士前期課程、（2）日本文化専攻 ア 

博士前期課程、イ 博士後期課程、2 人間発達学研究科（1）

人間発達学専攻 ア 博士前期課程、 イ 博士後期課程並び

に3 看護学研究科 （1）看護学専攻 ア 博士前期課程の規定

は、令和4年度の入学者から適用し、令和4年3月31日に在学

する者については、なお従前の例による。ただし、再入学又

は転入学した者については、当該者の属する年次の在学者

の例による。 

附 則 

1 この規則は、令和5年4月1日から施行する。 

2 改正後の別表第3（第24条第1項関係）1 国際文化研究科

（2）日本文化専攻 イ 博士後期課程並びに2 人間発達学研

究科（1）人間発達学専攻 ア 博士前期課程、 イ 博士後期

課程の規定は、令和5年度の入学者から適用し、令和5年3月

31日に在学する者については、なお従前の例による。ただし、

再入学又は転入学した者については、当該者の属する年次

の在学者の例による。 

附 則 

1 この規則は、令和6年4月1日から施行する。 

2 改正後の別表第3（第24第1項条関係）1 国際文化研究科

（1）国際文化専攻 ア 博士前期課程、（2）日本文化専攻  ア 

博士前期課程、2 人間発達学研究科（1）人間発達学専攻 ア 

博士前期課程、 イ 博士後期課程、3 看護学研究科（1）看

護学専攻 ア 博士前期課程並びに4 情報科学研究科 (1)情

報システム専攻 ア 博士前期課程の規定は、令和6年度の入

学者から適用し、令和6年3月31日に在学する者については、

なお従前の例による。ただし、再入学又は転入学した者につ

いては、当該者の属する年次の在学者の例による。 

附 則 

1 この規則は、令和7年4月1日から施行する。 

2 改正後の別表第3（第24条第1項関係）2 人間発達学研究科

（1）人間発達学専攻 ア 博士前期課程及びイ 博士後期課

程の規定は、令和7年度の入学者から適用し、令和7年3月31

日に在学する者については、なお従前の例による。ただし、

ア 博士前期課程における「教育現場研究Ⅰ」・「教育現場

研究Ⅱ」については、令和6年度の入学者から適用する。ま

た、再入学又は転入学した者については、当該者の属する年

次の在学者の例による。 

附 則 

1 この規則は、令和8年4月1日から施行する。 

2 改正後の別表第3（第24条第1項関係）1 国際文化研究科

（1）国際文化専攻 ア 博士前期課程、（2）日本文化専攻 ア 

博士前期課程及び2 人間発達学研究科（1）人間発達学専攻 

ア 博士前期課程の規定は、令和8年度の入学者から適用し、

令和8年3月31日に在学する者については、なお従前の例に

よる。ただし、再入学又は転入学した者については、当該者

の属する年次の在学者の例による。 

  



別表第１(第５条第２項関係) 

 

各研究科の専攻及び課程 

研究科 専攻及び課程 

国 際 文 化 

研 究 科 

国際文化専攻 
博 士 前 期 課 程 

博 士 後 期 課 程 

日本文化専攻 
博 士 前 期 課 程 

博 士 後 期 課 程 

人 間 発 達 学 

研 究 科 
人間発達学専攻 

博 士 前 期 課 程 

博 士 後 期 課 程 

看 護 学 

研 究 科 
看 護 学 専 攻 

博 士 前 期 課 程 

博 士 後 期 課 程 

情 報 科 学 

研 究 科 

情報システム 

専 攻 

博 士 前 期 課 程 
メディア情報 

専 攻 

システム科学 

専 攻 

情報科学専攻 博 士 後 期 課 程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第２（第６条関係） 

 

入学定員及び収容定員 

研究科名 専攻名 
入学 

定員 

収容 

定員 

国際文化 

研 究 科 

国際文化 

専 攻 

博士前期

課 程 
10人 20人 

博士後期

課 程 
3人 9人 

日本文化 

専 攻 

博士前期

課 程 
5人 10人 

博士後期

課 程 
2人 6人 

人間発達学

研 究 科 

人間発達学 

専 攻 

博士前期

課 程 
10人 20人 

博士後期

課 程 
3人 9人 

看 護 学 

研 究 科 

看 護 学 

専 攻 

博士前期

課 程 
21人 42人 

博士後期

課 程 
4人 12人 

情報科学 

研 究 科 

情報システ

ム 専 攻 

博士前期

課 程 
10人 20人 

メディア情

報 専 攻 

博士前期

課 程 
10人 20人 

システム科

学 専 攻 

博士前期

課 程 
10人 20人 

情報科学 

専 攻 

博士後期

課 程 
3人 9人 

合計 91人 197人 

 



授 業 科 目 単 位 数
国 際 文 化 研 究 基 礎 2
現 代 英 語 学 研 究 4
歴 史 英 語 学 研 究 4
英 語 教 育 学 研 究 2
中 国 語 学 研 究 4
言 語 学 ・ 諸 言 語 研 究 4
英 語 表 現 演 習 4
コ ミ ュ ニ テ ィ 通 訳 翻 訳 演 習 4
コ ミ ュ ニ テ ィ 通 訳 研 究 4
会 議 通 訳 演 習 2
司 法 ・ 医 療 通 訳 論 2
言 語 特 別 研 究 4
イ ギ リ ス 文 学 ・ 文 化 研 究 4
ア メ リ カ 文 学 ・ 文 化 研 究 4
中 国 文 学 ・ 文 化 研 究 4
諸 地 域 文 学 ・ 文 化 研 究 4
翻 訳 演 習 （ 英 ・ 日 ） 4
文 学 文 化 特 別 研 究 4
英 米 政 治 経 済 研 究 4
ヨ ー ロ ッ パ 政 治 経 済 研 究 4
中 国 政 治 経 済 研 究 4
国 際 関 係 論 研 究 4
国 際 社 会 特 別 研 究 4
英 米 歴 史 社 会 研 究 4
ヨ ー ロ ッ パ 歴 史 社 会 研 究 4
ア ジ ア 歴 史 社 会 研 究 4
中 南 米 ・ 新 興 国 地 域 研 究 4
比 較 地 域 研 究 4
文 化 人 類 学 研 究 4
地 域 社 会 特 別 研 究 4
多 文 化 共 生 論 2
公 益 通 訳 と 社 会 資 源 2
文 化 理 論 研 究 4
日 本 語 教 育 学 研 究 2
国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 4
多 言 語 多 文 化 実 務 論 4
コ ミ ュ ニ テ ィ 通 訳 実 習 2
学 外 連 携 プ ロ ジ ェ ク ト 型 研 修 2
国 際 文 化 特 殊 研 究 8
海 外 大 学 院 修 得 科 目 4
国 際 文 化 特 殊 演 習 4

国 際 文 化 研 究 4

(１)　国際文化専攻
１　国際文化研究科

別表第３（第２４条第１項関係）

言

語

文

化

専

門

科

目

言 語 研 究 分 野

文 学 文 化 研 究 分 野

共 通 基 礎 科 目

　ア　博士前期課程
科 目 区 分

３０単位以上（国際文化研究基礎２単位、２専門科目、共通関連科目、国際文化特殊演習、他専攻２専門科目
から２４単位（※１）（※２）、自専攻の他専門科目から４単位を含む。）を修得し、それに国際文化研究４単位を加
えた３４単位以上を修得しなければならない。

※１　自身の所属する研究分野からの４単位を含む
※２　他専攻２専門科目からは、４単位を限度とする

国 際 社 会 研 究 分 野

地 域 社 会 研 究 分 野

社

会

文

化

専

門

科

目

共 通 関 連 科 目

研 究 指 導 科 目



科 目 群 授 業 科 目 単 位 数
言 語 文 化 研 究 特 講 Ⅰ 8
言 語 文 化 研 究 特 講 Ⅱ 8
社 会 文 化 研 究 特 講 Ⅰ 8
社 会 文 化 研 究 特 講 Ⅱ 8

共 通 関 連 研 究 国 際 文 化 特 講 4

国 際 文 化 特 別 研 究 12研 究 指 導
履修方法

特殊講義科目から１２単位以上を修得し、それに国際文化特別研究１２単位を加えた２４単位以上を修得しな
ければならない。

別表第３（第２４条第１項関係）

　イ　博士後期課程
科目区分

特

殊

講

義

科

目

言 語 文 化 研 究

社 会 文 化 研 究



授 業 科 目 単 位 数
国 際 文 化 研 究 基 礎 2
日 本 語 音 韻 ・ 表 記 研 究 4
日 本 語 文 法 研 究 4
日 本 語 表 現 研 究 4
言 語 特 別 研 究 4
日 本 古 代 文 学 研 究 4
日 本 中 世 文 学 研 究 （ 韻 文 ・ 思 想 ） 4
日 本 中 世 文 学 研 究 （ 散 文 ・ 伝 承 ） 4
日 本 近 世 文 学 研 究 4
日 本 近 代 文 学 研 究 4
日 本 近 現 代 文 学 研 究 4
漢 文 学 研 究 （ 文 学 ・ 思 想 ・ 史 学 ） 4
文 学 思 想 特 別 研 究 4
比 較 考 古 学 研 究 4
前 近 代 歴 史 社 会 研 究 4
近 現 代 歴 史 社 会 研 究 4
比 較 文 化 史 研 究 4
歴 史 文 化 特 別 研 究 4
現 代 社 会 研 究 4
人 文 地 理 学 研 究 4
歴 史 地 理 学 研 究 4
比 較 法 政 治 研 究 4
比 較 文 化 研 究 4
地 域 文 化 特 別 研 究 4
多 文 化 共 生 論 2
公 益 通 訳 と 社 会 資 源 2
文 化 理 論 研 究 4
日 本 語 教 育 学 研 究 2
国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 4
多 言 語 多 文 化 実 務 論 4
コ ミ ュ ニ テ ィ 通 訳 実 習 2
学 外 連 携 プ ロ ジ ェ ク ト 型 研 修 2
国 際 文 化 特 殊 研 究 8
海 外 大 学 院 修 得 科 目 4
国 際 文 化 特 殊 演 習 4

日 本 文 化 研 究 4

共 通 基 礎 科 目
科 目 区 分

別表第３（第２４条第１項関係）

　ア　博士前期課程
(２)　日本文化専攻

共 通 関 連 科 目

履修方法

３０単位以上（国際文化研究基礎２単位、自身の所属する研究分野から４単位、同じ専門科目の他の研究分野
から４単位、他の専門科目から４単位、自専攻の２専門科目、共通関連科目、国際文化特殊演習、他専攻の２専
門科目（※）から１６単位を含む。）を修得し、それに日本文化研究４単位を加えた３４単位以上を修得しなければ
ならない。

※ 他専攻２専門科目からは、１２単位を限度とする

研 究 指 導

言

語

文

化

専

門

科

目

言 語 研 究 分 野

文 学 思 想 研 究 分 野

社

会

文

化

専

門

科

目

歴 史 文 化 研 究 分 野

地 域 文 化 研 究 分 野



科 目 群 授 業 科 目 単 位 数
語 学 文 学 研 究 特 講 Ⅰ 8
語 学 文 学 研 究 特 講 Ⅱ 8
歴 史 地 域 研 究 特 講 Ⅰ 8
歴 史 地 域 研 究 特 講 Ⅱ 8

共 通 関 連 研 究 国 際 文 化 特 講 4
日 本 文 化 特 別 研 究 12

別表第３（第２４条第１項関係）

科目区分

履修方法

特殊講義科目から１２単位以上を修得し、それに日本文化特別研究１２単位を加えた２４単位以上を修得しな
ければならない。

研 究 指 導

　イ　博士後期課程

特
殊
講
義
科

目

言 語 文 化 研 究

社 会 文 化 研 究



授 業 科 目 単 位 数
教 育 史 学 特 講 4
教 育 方 法 学 特 講 4
環 境 教 育 論 特 講 4
幼 児 教 育 学 特 講 4
児 童 文 学 論 特 講 4
発 達 心 理 学 特 講 4
臨 床 心 理 学 特 講 4
教 育 心 理 学 特 講 4
臨 床 児 童 心 理 学 特 講 4
健 康 発 達 科 学 特 講 4
健 康 運 動 学 特 講 4
地 域 社 会 学 特 講 4
多 文 化 社 会 論 特 講 4
公 共 政 策 論 特 講 4
社 会 福 祉 政 策 論 特 講 4
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 特 講 4
精 神 医 療 史 特 講 4
特 別 支 援 教 育 特 講 4
社 会 科 教 育 論 特 講 4
理 科 教 育 論 特 講 4
音 楽 科 教 育 論 特 講 4
美 術 科 教 育 論 特 講 4
体 育 科 教 育 論 特 講 4
発 達 援 助 学 特 講 4
地 域 福 祉 論 特 講 4
子 ど も 家 庭 福 祉 論 特 講 4
障 害 者 福 祉 論 特 講 4
医 療 福 祉 論 特 講 4
精 神 保 健 福 祉 論 特 講 4
ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 特 講 4
人 間 発 達 学 方 法 論 2
人 間 発 達 学 研 究 法 2
発 達 福 祉 学 特 講 2
人 間 発 達 臨 床 1
教 育 現 場 研 究 Ⅰ 2
教 育 現 場 研 究 Ⅱ 2
人 間 発 達 学 研 究 4

３０単位以上（人間発達原論から４単位、人間発達支援論から４単位を含む）（※）を修得し、それに人間発達
学研究４単位を加えた３４単位以上を修得しなければならない。

　※　人間発達臨床・教育現場研究Ⅰ・教育現場研究Ⅱを除く

関 連 科 目

研 究 指 導
履修方法

人 間 発 達 原 論

人 間 発 達 支 援 論

(１)　人間発達学専攻
　ア　博士前期課程

科 目 区 分

別表第３（第２４条第１項関係）
 ２  人間発達学研究科



授 業 科 目 単 位 数
教 育 史 学 研 究 特 講 4
カ リ キ ュ ラ ム 研 究 特 講 4
発 達 心 理 学 研 究 特 講 4
教 育 心 理 学 研 究 特 講 4
健 康 発 達 科 学 研 究 特 講 4
地 域 社 会 学 研 究 特 講 4
社 会 政 策 研 究 特 講 4
地 域 福 祉 研 究 特 講 4
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 研 究 特 講 4
精 神 医 療 史 研 究 特 講 4
音 楽 教 育 研 究 特 講 4
保 育 援 助 学 研 究 特 講 4
保 健 福 祉 学 研 究 特 講 4

人 間 発 達 学 特 別 研 究 12

特

殊

講

義

科

目

履修方法

特殊講義科目から１２単位以上を修得し、それに人間発達学特別研究１２単位を加えた２４単位以上を修得し
なければならない。

別表第３（第２４条第１項関係）
　イ　博士後期課程

科 目 区 分

研 究 指 導



授 業 科 目 単 位 数

看 護 理 論 2

看 護 倫 理 2

看 護 管 理 論 2

コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 論 2

医 療 ポ ル ト ガ ル 語 2

看 護 学 研 究 方 法 概 論 2

看 護 学 質 的 研 究 法 2

多 変 量 解 析 論 2

調 査 研 究 法 2

臨 床 薬 理 学 2

フ ィ ジ カ ル ・ ア セ ス メ ン ト 2

病 態 生 理 学 2

感 染 看 護 論 2

腫 瘍 病 態 学 2

ヒ ト 分 子 遺 伝 学 2

基 礎 生 体 科 学 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 6

基 礎 生 体 科 学 特 別 研 究 8

運 動 生 理 学 2

家 族 社 会 学 2

疫 学 2

ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 論 2

看 護 人 間 工 学 2

基 礎 健 康 科 学 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 6

基 礎 健 康 科 学 特 別 研 究 8

基 礎 看 護 学 特 論 2

看 護 援 助 ・ 技 術 論 2

基 礎 看 護 学 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 6

基 礎 看 護 学 特 別 研 究 8

看 護 教 育 学 特 論 2

教 育 学 特 論 2

専 門 職 教 育 論 2

看 護 教 育 学 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 6

看 護 教 育 学 特 別 研 究 8

看 護 政 策 論 2

看 護 経 済 ・ 経 営 論 2

看 護 管 理 学 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 6

看 護 管 理 学 特 別 研 究 8

人 的 資 源 活 用 論 2

看 護 組 織 ダ イ ナ ミ ッ ク ス 論 2

人 的 資 源 管 理 実 習 2

医 療 の 質 ・ 安 全 管 理 実 習 2

財 務 管 理 実 習 2

看 護 管 理 学 総 合 研 究 4

成 人 慢 性 期 看 護 学 特 論 2

成 人 内 科 系 疾 病 論 2

成 人 慢 性 期 看 護 学 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 6

成 人 慢 性 期 看 護 学 特 別 研 究 8

が ん 看 護 理 論 2

が ん 看 護 援 助 論 2

緩 和 ケ ア 特 論 2

緩 和 ケ ア 方 法 論 2

が ん リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 方 法 論 2

が ん 看 護 学 導 入 実 習 2

総

合

看

護

学

基 礎 看 護 学

看 護 教 育 学

看 護 管 理 学

成人慢性期看護学

看

護

基

礎

科

学

基 礎 生 体 科 学

基 礎 健 康 科 学
専

門

科

目
臨

床

看

護

学

別表第３（第２４条第１項関係）

　ア　博士前期課程

科 目 区 分

(１)　看護学専攻

共

通

科

目

３　看護学研究科



が ん 看 護 学 展 開 実 習 2

が ん 診 断 ・ 治 療 学 実 習 2

が ん 緩 和 ケ ア ・ 地 域 連 携 実 習 2

が ん 看 護 学 統 合 実 習 2

が ん 看 護 学 総 合 研 究 4

成 人 急 性 期 看 護 学 特 論 2

術 後 侵 襲 論 2

周 術 期 が ん リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 看 護 論 2

成 人 急 性 期 看 護 学 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 6

成 人 急 性 期 看 護 学 特 別 研 究 8

小 児 看 護 学 特 論 2

養 育 期 家 族 ア セ ス メ ン ト ・ 援 助 論 2

小 児 看 護 学 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 6

小 児 看 護 学 特 別 研 究 8

家 族 看 護 学 特 論 2

家 族 と 健 康 2

家 族 療 法 2

家 族 看 護 援 助 論 2

家 族 看 護 学 実 践 実 習 4

家 族 看 護 学 機 能 別 実 習 4

家 族 看 護 学 総 合 実 習 2

家 族 看 護 学 総 合 研 究 4

地 域 看 護 学 特 論 2

国 際 看 護 学 特 論 2

在 宅 ケ ア 論 2

老 年 保 健 福 祉 政 策 論 2

精 神 保 健 医 療 シ ス テ ム 論 2

地 域 ・ 国 際 看 護 学 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 6

地 域 ・ 国 際 看 護 学 特 別 研 究 8

公 衆 衛 生 看 護 学 特 論 2

対 象 別 保 健 指 導 論 2

特 定 集 団 支 援 論 2

保 健 指 導 技 術 演 習 2

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ア セ ス メ ン ト 演 習 2

公 衆 衛 生 看 護 管 理 論 2

保 健 医 療 福 祉 行 政 論 2

公 共 保 健 政 策 論 2

応 用 疫 学 2

公 衆 衛 生 看 護 学 実 習 3

継 続 事 例 支 援 実 習 1

特 定 集 団 支 援 実 習 1

公 衆 衛 生 看 護 管 理 実 習 3

公 衆 衛 生 看 護 学 総 合 研 究 4

老 年 看 護 学 特 論 2

老 年 医 学 特 論 2

老 年 看 護 学 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 6

老 年 看 護 学 特 別 研 究 8

高 齢 者 生 活 評 価 論 2

老 年 看 護 家 族 関 係 論 2

在 宅 老 年 看 護 援 助 論 2

認 知 症 高 齢 者 援 助 論 2

老 年 看 護 学 高 度 実 践 実 習 4

在 宅 老 年 看 護 学 実 習 2

老 年 看 護 学 統 合 実 習 4

老 年 看 護 学 総 合 研 究 4

精 神 看 護 学 特 論 2

カ ウ ン セ リ ン グ 論 2

精 神 看 護 学 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 6

精 神 看 護 学 特 別 研 究 8

臨 床 精 神 看 護 学 特 論 2

精 神 健 康 評 価 論 2

精 神 看 護 援 助 論 2

臨 床 精 神 医 学 2

精 神 薬 理 学 2

心 理 ・ 社 会 的 療 法 2

急 性 期 精 神 看 護 論 2

地 域 精 神 看 護 論 2

精 神 看 護 学 治 療 技 術 実 習 2

精 神 看 護 学 導 入 実 習 2

精 神 看 護 学 直 接 ケ ア 実 習 4

成人急性期看護学

広

域

看

護

学

地域・国際看護学

小 児 看 護 学

成人慢性期看護学
臨

床

看

護

学

専

門

科

目

精 神 看 護 学

老 年 看 護 学



急 性 期 精 神 看 護 学 実 習 2

地 域 精 神 看 護 学 実 習 2

精 神 看 護 学 統 合 実 習 1

精 神 看 護 学 総 合 研 究 4

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 特 論 2

周 産 期 ケ ア 特 論 2

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 6

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 特 別 研 究 8

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 教 育 論 2

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス マ ネ ジ メ ン ト 論 2

周 産 期 ケ ア 実 習 2

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 高 度 実 践 実 習 2

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス マ ネ ジ メ ン ト 実 習 2

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 総 合 研 究 4

ラ イ フ サ イ ク ル 助 産 論 2

周 産 期 医 学 特 論 2

乳 幼 児 支 援 特 論 2

妊 娠 期 助 産 論 2

分 娩 期 助 産 論 2

分 娩 期 助 産 論 演 習 2

母 子 保 健 管 理 特 論 2

ハ イ リ ス ク 助 産 管 理 論 1

産 褥 期 助 産 論 2

助 産 学 実 習 5

助 産 学 総 合 実 習 4

継 続 事 例 実 習 2

ハ イ リ ス ク 助 産 管 理 実 習 2

1

2

3

4

ウィメンズヘルス・助産学研究分野を選択し、助産師国家試験受験資格を得ようとする者は、所定の科目６２単
位を修得しなければならない。

　地域・国際看護学研究分野を選択し、保健師国家試験受験資格を得ようとする者は、所定の科目６２単位を修
得しなければならない。

履修方法

３２単位以上（共通科目から８単位、専門科目から２４単位を含む。）を修得し、かつ必要な研究指導を受けなけ
ればならない。

ウ

ィ

メ

ン

ズ

ヘ

ル

ス

・

助

産

学

ウィメ ンズヘル ス・
助 産 学

専門科目は、基礎生体科学、基礎健康科学、基礎看護学、看護教育学、看護管理学、成人慢性期看護学、成
人急性期看護学、小児看護学、地域・国際看護学、老年看護学、精神看護学又はウィメンズヘルス・助産学の研
究分野のうち研究指導を受ける研究分野の授業科目から１８単位以上、他の研究分野の授業科目から６単位以
上修得しなければならない。各コースの履修方法の詳細は看護学研究科履修規程に定める。

専

門

科

目

精 神 看 護 学

広
域
看
護

学



授 業 科 目 単 位 数
シ ス テ ム 理 論 2
行 動 理 論 2
看 護 ケ ア 基 礎 科 学 2
臨 床 ケ ア シ ス テ ム 特 論 2
家 族 ケ ア シ ス テ ム 特 論 2
周 産 期 ケ ア シ ス テ ム 特 論 2
高 齢 者 ケ ア シ ス テ ム 特 論 2
コ ミ ュ ニ テ ィ ケ ア シ ス テ ム 特 論 2
看 護 技 術 教 育 学 特 論 2
看 護 管 理 学 特 論 2
看 護 学 演 習 2

１４単位以上（共通科目から２単位、専門科目から主とする科目２単位、副とする科目２単位、演習科目から看
護学演習２単位、特別研究から博士後期課程特別研究６単位を含む。）を修得し、かつ必要な研究指導を受け
なければならない。

看

護

学

分

野

共 通 科 目

専 門 科 目

演 習 科 目

特 別 研 究

科 目 区 分

履修方法

　イ　博士後期課程

別表第３（第２４条第１項関係）

博 士 後 期 課 程 特 別 研 究 6



授 業 科 目 単 位 数
離 散 数 学 特 論 2
シ ス テ ム 設 計 ・ 評 価 特 論 2
分 散 協 調 ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2
知 的 通 信 シ ス テ ム 特 論 2
計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 特 論 2
ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 特 論 2
共 同 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 2
数 値 線 形 代 数 特 論 2
ソ フ ト ウ ェ ア ア ー キ テ ク チ ャ 2
正 当 性 検 証 と 妥 当 性 確 認 2
確 率 統 計 解 析 特 論 2
通 信 シ ス テ ム 構 成 特 論 2
ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 特 論 2
ネ ッ ト ワ ー ク セ キ ュ リ テ ィ 特 論 2
ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 実 践 2
機 械 学 習 特 論 2
情 報 シ ス テ ム 特 論 2
メ デ ィ ア 情 報 特 論 2
シ ス テ ム 科 学 特 論 2
情 報 科 学 特 論 2
知 的 情 報 メ デ ィ ア 特 論 2
モ デ ル ベ ー ス 制 御 特 論 2
状 況 理 解 特 論 2
組 込 み ソ フ ト ウ ェ ア 特 論 2
情 報 科 学 演 習 Ⅰ 2
情 報 科 学 演 習 Ⅱ 2
情 報 科 学 演 習 Ⅲ 2
情 報 科 学 特 別 研 究 8

専

門

科

目

共 通 科 目

専 攻 科 目

履修方法

３４単位以上（共通科目から４単位、専攻科目から８単位を含む専門科目から１６単位、関連科目から４単位、演
習科目６単位、特別研究８単位を含む。）を修得し、かつ必要な研究指導を受けなければならない。

関 連 科 目

演 習 科 目

特 別 研 究

４　情報科学研究科

別表第３（第２４条第１項関係）

　ア　博士前期課程
科 目 区 分

(１)　情報システム専攻



授 業 科 目 単 位 数
離 散 数 学 特 論 2
シ ス テ ム 設 計 ・ 評 価 特 論 2
分 散 協 調 ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2
知 的 通 信 シ ス テ ム 特 論 2
計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 特 論 2
ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 特 論 2
共 同 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 2
生 体 セ ン シ ン グ 特 論 2
視 覚 情 報 特 論 2
音 響 情 報 特 論 2
認 知 情 報 特 論 2
離 散 事 象 シ ス テ ム 特 論 2
情 報 教 育 シ ス テ ム 特 論 2
情 報 シ ス テ ム 特 論 2
メ デ ィ ア 情 報 特 論 2
シ ス テ ム 科 学 特 論 2
情 報 科 学 特 論 2
高 信 頼 情 報 シ ス テ ム 特 論 2
地 域 情 報 シ ス テ ム 特 論 2
知 的 情 報 メ デ ィ ア 特 論 2
状 況 理 解 特 論 2
情 報 科 学 演 習 Ⅰ 2
情 報 科 学 演 習 Ⅱ 2
情 報 科 学 演 習 Ⅲ 2
情 報 科 学 特 別 研 究 8

履修方法

３４単位以上（共通科目から４単位、専攻科目から８単位を含む専門科目から１６単位、関連科目から４単位、演
習科目６単位、特別研究８単位を含む。）を修得し、かつ必要な研究指導を受けなければならない。

関 連 科 目

演 習 科 目

特 別 研 究

(２)　メディア情報専攻

別表第３（第２４条第１項関係）

科 目 区 分

専

門

科

目

共 通 科 目

専 攻 科 目

　ア　博士前期課程



授 業 科 目 単 位 数
離 散 数 学 特 論 2
シ ス テ ム 設 計 ・ 評 価 特 論 2
分 散 協 調 ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2
知 的 通 信 シ ス テ ム 特 論 2
計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 特 論 2
ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 特 論 2
共 同 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 2
複 雑 系 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 特 論 2
神 経 情 報 特 論 2
医 用 情 報 特 論 2
応 用 数 値 解 析 特 論 2
組 込 み シ ス テ ム 特 論 2
地 域 環 境 解 析 特 論 2
生 体 機 能 特 論 2
情 報 シ ス テ ム 特 論 2
メ デ ィ ア 情 報 特 論 2
シ ス テ ム 科 学 特 論 2
情 報 科 学 特 論 2
高 信 頼 情 報 シ ス テ ム 特 論 2
地 域 情 報 シ ス テ ム 特 論 2
モ デ ル ベ ー ス 制 御 特 論 2
組 込 み ソ フ ト ウ ェ ア 特 論 2
情 報 科 学 演 習 Ⅰ 2
情 報 科 学 演 習 Ⅱ 2
情 報 科 学 演 習 Ⅲ 2
情 報 科 学 特 別 研 究 8

(３)　システム科学専攻

別表第３（第２４条第１項関係）

科 目 区 分

専

門

科

目

共 通 科 目

専 攻 科 目

　ア　博士前期課程

３４単位以上（共通科目から４単位、専攻科目から８単位を含む専門科目から１６単位、関連科目から４単位、演
習科目６単位、特別研究８単位を含む。）を修得し、かつ必要な研究指導を受けなければならない。

演 習 科 目

特 別 研 究

関 連 科 目

履修方法



授 業 科 目 単 位 数
シ ス テ ム 研 究 2
ネ ッ ト ワ ー ク 研 究 2
信 号 処 理 研 究 2
記 号 処 理 研 究 2
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 2
セ ン シ ン グ 研 究 2
情 報 シ ス テ ム 研 究 2
メ デ ィ ア 情 報 研 究 2
シ ス テ ム 科 学 研 究 2
情 報 科 学 研 究 2
共 同 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ 2
共 同 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ 2
情 報 科 学 後 期 特 別 研 究 8

専

門

科

目

情 報 シ ス テ ム

メ デ ィ ア 情 報

シ ス テ ム 科 学

１２単位以上（専攻の専門科目から２単位、関連科目及び共通科目から２単位、特別研究８単位を含む。）を修
得し、かつ必要な研究指導を受けなければならない。

共 通 科 目

特 別 研 究

関 連 科 目

履修方法

　ア　博士後期課程
(４)　情報科学専攻

別表第３（第２４条第１項関係）

科 目 区 分


